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要約:近 年 、総 務省 の戦略的情報通信研 究開発推進 事業(SCOPE)を 学 内研究室 との協働 に より実施 した。平

成22-23年 度 は 『地域植物 資源 コンテ ンツの拡 充 と利 活用を促進す る地域 フィール ド活 動支援 プ ラッ トフォ

ームの研 究開発』 と題 し、調査及 び研 究過程 で収集 した種 の解説 、位置情報 、写真等 の植物デ ータを元に、

高知県内全域 の地質 ・地形GISと 連携す る有用植物資源 デー タベ ー ス及び、調 査 におけ る作業の効率化 を目

的 と した、資源研究 プラ ッ トフォームを統合 した"植 物資源 活用 システ ム ・Lupines"を 構築 した。 平成24

年度 は 『「救荒植 物(災 害時食糧備蓄 とな る植 物)」 栽培適 地評価 システ ム と森林資源 を リアル タイムに公 開

す る地域 基盤 情報 システムの研究開発』と題 し、Lupinesを 起 点に災害備 蓄 としての意味を持 つ 「救荒植 物」

の 自生環境 の評 価、な らびにGISを 基盤 と した栽培適 地の選 定の方 法論を開発 し、実際の栽培 に役立て ると

ともに、地域社 会の持続 安定的な発 展 に資す る新 しい森林 環境 ・植 物資源評 価ICTツ ールの確 立に関す る共

同研 究を行 った。

年度は、Lupinesを 起点 として、災害時の食 糧備蓄

1.は じ め に

植 物の生育地は地域 ごとに特徴があ り、さらに植

物 の持 つ医薬学的効能 を地域 資源 と考 えると、どん

な植物 が何処 に どの よ うに 自生 してい るか とい う

情報 は重要な地域 コンテ ンツ とい える。一方 で、広

範 囲 に及 ぶ調 査活動 で集 ま るデー タ量 は膨 大 であ

り、かつ分類整理 には専 門性 が必要 である。そ こで

地域社 会の持続 安定 的な発展 に資す る有用植 物 資

源利 活 用 システム として膨 大 なデ ー タを集約 し公

開す るた めのプ ラ ッ トフォー ム とデ ー タベ ー スが

必要であった。平成22-23年 度 は、総務省のSCOPE

(戦略的情報通信研 究開発推進 事業)に よ り、地域

植物 資源 の フィール ド調 査で収集 した植物 の情報 、

位 置、撮影 した写真 を効率 的に記録 できる有用植物

資源 利活 用 システム ・ル ピナス(以 下、Lupinesと

云 う)を 学 内研究室 との協働 によ り開発 した。現在

Lupinesは 、専門家だ けでな く、一般利 用者 も対象

と した設 計 を行 い、平成23年 度 よ り植 物データベ

ース と して公 開 している。(図1.)そ して平成24

としての意味を持つ"救 荒植物"の 自生環境の評価、

な らびにGISを 基盤 とした栽培適地の選定の方法

論を開発 し、実際の栽培に役立てるとともに、地域

社会の持続安定的な発展 に資す る新 しい森林環

境 ・植物資源評価ICTツ ールの確立に関する共同働

研究を行った。

2.植 物 資 源 利 活 用 シ ス テ ム"Lupines"

2.lLupinesと は

植 物 資 源 利 活 用 シ ス テ ムLupinesと は 、"Local

UsefulPlantswithIntelligentNetworksofExploring

Surface"の 略 称 で あ る 。「植 物 資 源 研 究 プ ラ ットフォ ー

ム 」 と 「植 物 資 源 デ ー タ ベ ー ス 」 の 機 能 を 統 合 し、

2012年3月12日 よ り、 ホ ー ム ペ ー ジ で の サ ー ビ ス

を 開 始 した 。Lupinesは ホ ー ム ペ ー ジ 上 で 以 下 の 機

能 を提 供 して い る。

(1)植 物 情 報 の 閲 覧

(2)植 物 の 検 索 機 能

(3)植 物 写 真 の 投 稿 検 索 機 能

一217一



Lupinesに は、植 物 の 種 に関す る、名称 、別称、

分類 、特徴、利 用法 に加 え、論 文情報 、化学構造式、

な ど種 に対す る様 々な情報 を集約 した。
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2.3植 物資源デ ータベ ースの機能

植物 資源デ ータベ ー スは、専門家だ けでな く、一

般利用者 も対象 とした設計 を行 うことで、地域 コン

テ ンツ と して利 用 しや すいデ ー タベ ー スを設 計 し

た。た とえば画像 での検 索 システムな ど、専門知識

がな くて も利用 しやす い設計 を意識 してい る。そ の

一 方で
、植物 が持つ化学成分や薬用 に関す る情報 も

記載 し、専門的な情報 も補完 している。また、フィ

ール ドで撮影 されたデ ー タには位 置情 報 を残 す こ

とで、採 集 をサポー トし、植物研究 の発展 に貢献 で

きるもの とした。この植物 の位置情報 の収集方法 は、

ユ ーザ ー参加型 の方法 を採 った。マル チユ ーザー か

ら投稿 された画像 デー タ に付加 され た位 置情 報 を

集 める ことで、全 国の生育情報 を集 めるこ とが可能

である。

は じめ ま し て 、ル ビ ナ ス で す 。

図1.公 開 中 のLupinesト ッ プ ペ ー ジ

URL=http://www.lupines.net)

2.2植 物資源研究 プラ ッ トフォー ムの機能

植物資源研究 プラ ッ トフォームは、フィール ド調

査 で集 まる膨 大な採 集位置デー タや撮影 画像 等 を、

植 物 ご とに整理 し、地域の発展 に資す る植 物資源デ
ー タベー スを構築す るために

、効率 よく調査デー タ

を記録 し、集積す るプ ラッ トフォーム とな る。アク

セ ス権限 を持 っているユーザ ーが、イ ンターネ ッ ト

ブ ラ ウザ上 か らプ ラ ッ トフォーム に植物 情報 を登

録 できるよ うに設 計 した。登録 できるデータ は26

項 目ある。登録で きる情報 は主 に植 物の種 に関す る

情報群 、分類 と学名 に関す る情報 群、画像 に関す る

情報群 に分類 され 、現在32,771の 種 を登録 してお

り、特徴や利用法 までの詳細情報 を伴 う登録種 は約

500種 あ る。 さらに、画像情報 はお よそ3万 点(植

物種 としては1万 種に相 当 し、花 、特 徴的な部位 、

有用 な部位 、生育環境 、葉 、茎、根等の写真が含 ま

れ 、1種 につ き3点 を基 準 と して撮影)の 画像デー

タベー ス化 を達成 して いる。登録済みの植 物情報 に

加筆 ・修正す る場合は、植物情報 の表示 画面か ら、

1工 程 で加 筆 ・修 正がで きるよ う配慮 した。 また、

登録 され ている情報 は、CSVフ ァイル として書 き出

しが行 なえ、集 積 したデー タを研究資料や地域 コン

テ ンツ として利活用で きる。

3.救 荒 植 物 の 自 生 環 境 の 評 価

3.1救 荒植物 について

東 日本大震 災を皮切 りに、高知県 内では南海 トラ

フ地震 の不安 が高まってい る。そこで江戸 時代 に食

糧危機対策 として広 め られ た 「救荒植 物」とい う先

人 の知 恵に着 目した。救荒植物 とは 「天災、飢饅 、

戦 争等 の理 出で食料 が不足 した時に、飢 えを しの ぐ

ための米や野菜 の代用食材 」で、そ の中にはサ ツマ

イモや カボチャ、トウモ ロコシ といった優れ た農 産

物や 、県 内で食 され るイタ ドリや リュ ウキュ ウとい

った伝統 的な食材 も含 まれ る。江戸期の古文書(図

2.)に 記 され た植物 を リス ト化 し、Lupinesの デー

タベー スを用いて文献1青報 を整理 した。
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図2.文 献調 査
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古文書か ら取 り出 した リス トに は500種 以 上の

食材 があ り、高知県 内に 自生す るベ ニバナボ ロギ ク

や ヤマ ノイモ、シマサルナ シな ど、特産 物 と して魅

力のあ る食材 が記 載 されてお り、これ らの 自生環境

を フィール ド調 査か らマ ッピング し、GISを 基盤 と

した栽培適 地の選 定方法 を開発 す ることで、実際の

栽培 に役 立て るとともに、観 光資源食材 とす る救 荒

植物 の安 定供給や 、災害時の食糧供 給に用い るな ど、

地域社 会の持続安 定的な発 展に貢献でき る。(図3.)

F 一

図3.左:ム カゴのおむすび 中:ベ ニバ ナボ ロ

ギクのパ スタ 右:イ タ ドリとエ ゴマ のまぜ ご飯

3.2救 荒植 物分布 の現地調 査

高知県の東の端 、宿毛市 か ら西 の端 、室戸市まで

の区間 を10km間 隔で広域 に調査 を行 い(図4.)、

Lupinesを 活用 した植物 分布 図 を作製 した。 また、

地理情報 システム上 に生育調 査結果 をプ ロッ トし

た。 地理情報 システム上 には、三次元地形モデ ル、

衛 星画像解析 に よる生育図が整備 されてお り、現在

は さらに水 系図、地質 図等 のデータ も利 用可能 であ

る。これ らの地理情報 を基 に栽培適 地の選 定を試 み

た。
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図4.調 査 ルー ト
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3.3食 文化、小字地名 、民間伝承 な どの文化要素の

収集 とマ ッピング

小字地名 は一般 に古環境 を表象す るこ とが多 く、

民間伝承 な どともにGISの レイヤー に これ らをマ

ッピングす るこ とで関連性 を調査 した。また、県内

で昔か ら郷土料理や特産品、クラフ ト材 料に利 用 さ

れ る有用植物のマ ッピングを行 った。生育地のデー

タ蓄積が増 え、主な生育地 を絞 り込 めれ ば、文化要

素 との関連が見 える可能性が考 え られ る。また、特

定 の植 物 の生育地 と文化 要素 のマ ッチ ン グに よっ

て新 たな観 光地資源 や特 産物資源 へ の利 活用 の可

能性があ る とみ られた。例 えば、県内で食材 と して

利用 され るツ ワブキ(図5.)は 生育 が多 く見 られ

る東部に比べ、あま り生育が確認 で きなかった西部

で は、材料 と して無駄 の無い使い方 を してい るな ど

若干関連性が見 られ る。しか し、現時点では文化的

違い を特定す るには至 らず、さらに調 査が必要であ

る。

ジ雪
昨

国
図5.ツ ワブキの植物分布図

以 下に フ ィール ド調査 で重点 的 に調査 した種 に

ついて解説 を記載す る。

【イ タ ドリ】山に 自生す るタデ科 の多年 草で、葉に

は止血効果が ある とされ る。根 茎に レスベ ラ トm

ル とい うポ リフェノール類で アグ リコン型(配 糖 体

か ら糖が はずれ た状態)の 長寿遺伝 子活性成 分 と し

て知 られ てい る。一方 で茎 は食 用にな り、高知県の

郷土料理 として愛 され てい る。調査 か ら、高知県全

域で見 られ るこ とが分 かった。

【ツワブ キ】春先 に、葉の開 く前の伸びた葉柄(よ

うへい)を 摘取 りメジャーな 山菜で フキと同様に食

用 にす る。葉は捨てて柄 だ けを灰 を入れた熱湯で茄

で、水に さら してア ク抜 き してか ら料理に利 用す る。

高知県の東部で は葉柄 の皮 を とるが 、高知県の西部

で はその まま利用 な ど地域で利用方法が異 なる。そ

して、東 部 と西部 との利用の相関関係 は現在 の とこ

ろ明 らか ではな いが、西部の方が多 く生育分布 して

い ることが認 め られた。
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【ウバメガ シ】炭 の中で も最 高の品質 と言われ る備

長 炭の原料 と して古 くか ら栽培 され、高知県の海岸

沿いに も多 く自生す る。和 歌山で江戸時代の元禄年

間 に生 まれ た紀州備長 炭 の製 造技術 が瀬 戸内海 を

渡 り、高知で も炭焼 きが行 われ 、土佐備 長炭 と して

現在 も一部で製 造 されてい る。また、室戸市吉良川

地区では ウバメガ シの ドング リの外皮 を取 り、実 を

細か く砕 いた ものに水を加 えて灰 汁 を抜 き、煮 詰め

て固 めた 「か しき り(か し豆腐)」 とい う伝統食 が

伝 えられてい る。 この 「か しき り」は食べ もの と し

て長期保 存 が可能 な ドング リをお い しく食 べ るた

めの工夫で、豊 臣秀 吉の命 に よって行 われた朝鮮 出

兵 で、長宗我部 元親 に付 き従って入 ってきた朝鮮人

に よって伝わった とされてい る。

【ガ ンピ/コ ウゾ】伝統 的な和紙 の原料植物。 かつ

て高知県梼原 町は、和紙 の原料植物栽培 が盛 んな地

域 であった。現在 は一部 の和紙職 人や地域 住民に よ

って、地域文化 の保全 と活性化 を 目的に、栽培 が図

られてい る。

【ハマ ゴウ】高知県 では種子 を枕 の中身 と して販 売

してい る。 高知市内で催 す 日曜市で見 られ る。

3.4試 験 フィール ドにお ける各種セ ンシング

香美市谷相地 区(山 間集 落)、 高知市久礼野 地区

(中山間集 落)、 香美市太郎 丸地区(河 岸平地集 落)、

高岡郡梼原 町大 田戸(山 間集落)を 試 験 フィール ド

と し、継続的 に湿度、光量 、風量、土壌温度 、土壌

水分な どの各種 セ ンシングを行 った(図6.)。 とく

に久礼 野地 区には リアル タイ ム屋外 監視 計測 シス

テム(FieldServer)を 設置 し、約4か 月の連続 計測

を行 った。

図6.フ ィール ドサーバー(左:太 郎 丸地区の計

測器 、右:久 礼野地 区 の リアルタイム屋外監視

計測 システム)

春か ら夏へ、日照時間が長 くなると花 を咲かせ る

植物 を長 日性植物 と呼 ばれ る。秋 にな り日照時間が

短 くな る と花芽 を伸 ば して花期 を迎 え る菊 な どは

短 日性植物 と呼 ばれ る。特定の種が持つ短 日性 と長

日性 につ いて1週 間毎(2012/11/18～2013/3/9,16

週)に 環境特性調 査のた め記録整理 し、ま とめた。

今回 の測定 では期 間が短 く、通年季節での植 物の変

化計測 には至 らなかった。今 後、久礼野地 区では リ

アル タイ ム屋外監視計測 システ ムを用いて 、特定の

種 が持 つ短 日性 と長 日性 につ いて計測 を行 い調 査

継続す る。(図7.&表1.)
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図7.最 高気温 ・最低 温度 ・平均 温度

表1.0℃ 以下の月集 計 日数、お よび植 物の成 長

が止 まる5℃ 以 下の月集計 日数

11月 12月 1,月 2,月 3,月

全13日 全31日 全28日 全28日 全9日

5 0 5 0 5 0 5 0 5 0

計
℃ ℃

°C
℃ ℃ ℃

°C
℃

°C °C

測
以 以 以 以 以 以 以 以 以 以

地
下 下 下 下 下 下 下 下 下 下

久

礼 0 1 3 zo 3 27 1 17 0 z

野

太

郎 0 0 0 17 1 25 0 15 0 0

丸

谷
0 0 1 17 2 15 1 15 0 z

相
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3.5重 点種 の栽培適 地シ ミュ レー シ ョン

評価 対象 と した重点種 は、デー タ数 の多 い、ツ ワ

ブキ、シラヤマ ギク、クズ、クサギ、イヌ ビワ、ア

キ グ ミ、イ タ ドリとした。植物種 の既知 の生態 か ら

予測 され る、試験 フィール ド内の適 地候補 をプ ロッ

トした。次 に地形 的特徴 を表すデ ータや 画像解析結

果 と重ね合 わせ 、救荒植物 の分布状況 を集計 した。

イタ ドリについては、分布 に特徴 はな く、あ らゆ る

場所 に生息す る可能性 があ るとみ られた。

高 知 県 に 自生す る ノビル や イ タ ドリな ど、苗の

入 手が可能 で、産業化 のポテ ンシャルの高い種 につ

いては、リアル タイ ム屋 外 監視 計測 システ ム を設

置 して い る久 礼 野 地 区 に お い て 実際 に栽培 試験

固場 を設置 した。今 回は 日本 に 自生す る クロモ ジ

類(ケ ク ロモ ジ、ク ロモ ジ、オ オバ ク ロモ ジの3

種 が 自生 す る)の 中で 高知 県 に 自生 す るケ ク ロモ

ジ の適地 栽培 試験 を試 み た。

図8.屋 外監視計測システムによる適地栽培試験

現在 リアル タイム屋外 監視計 測 シ ステ ムに よ り、

2012年12月10日 か らモ ニタ リン グを行 ってい る

(図左:2012/12/10撮 影。中 ・右:2013/3/21の 撮

影)。 冬 に落葉 したケクロモ ジの葉 が、芽 吹き、開

き始めてい る(図8.)。 今後、1年 を通 して リアル

タイ ム屋 外監視 計測 シ ステ ム によ り得 られ る画像

よ り、葉 が 占め る面積割合 の変動 か ら栽培適地評価

が可能 とな る。そ の際、気 温、湿度、 日照 、風 量、

土壌 温度 ・水分 量な どの微 気象条件 を合 わせ て検討

す ることで、その種 の活性成 分の蓄積 に どの よ うに

栽培 地の環境 が影響す るか を、分析 が可能 な よ うに

計画 した。現在 高岡郡 日高村 にある茶 園 と共同で栽

培適 地についての検 証を試 みてい る。

3.6「 救荒植 物」候補 の適 地性 評価

災害 時食糧備 蓄 として の意 味 を持 っ"救 荒植物"

を選 定 し、そ の適地要素 を抽 出 ・評価す る。とくに、

植物 自身 の持 つ適 地選択性 をとらえ、自生地の分布

図か ら逆にその場 所の土質、日照 、地下水脈等 々の

環境 特性 を明 らかにす る方法 を探 る。また、食 用カ

ンナ、葛、イタ ドリ、 リン ドウ、ノコンギク、ナル

コユ リ、ノ ビル な ど、 日用食材 としての新規 の市場

性 も有す る種について栽培試 験 も試 み る。

4.研 究 開 発 成 果 の 展 開 及 び 波 及 効 果 創 出

へ の 取 り組 み

4.1デ ー タ統合共通プ ラ ッ トフォー ム として

植 物資源デー タベー ス ・Lupinesを 活用 し、救荒

植 物の栽培適地 の選定 を行 った。Lupinesの 活用が

さ らに広 ま り、多 くの情報 を リアル タイムで収集で

きるよ うになれ ば、栽培 適地の精度 も上がって行 く

と期待 され る。救荒植 物は防災面で重要であ るばか

りか、文化性 も非 常に大 き く影響 してい る。 したが

って救荒植物は 、観光地資源 や特産物資源 への利 活

用が見込 める と思われ る。今後 、四国の特徴 ある地

域 ごとに救 荒植物 に関す るセ ミナー を開催す る予

定で あ り、地域 の発展 に貢献 してい きたい。
一方

、LupinesとGISと の連携 が図れた こ とで、

今後様 々な情報 を集積 させ るこ とが容易 になった。

これ によ り、Lupines上 で多 くのアプ リケー シ ョン

を実装で きる。三次 元の地形デ ータは、災害 シ ミュ

レー シ ョンにも活用で き、土地被覆 デー タは森林バ

イ オ マ ス 資 源 の 評 価 に も活 用 で き る。 従 っ て

Lupinesは 、植 物資源 デー タベー スを中心に発達 し

て きたが 、様 々なデー タを統合す る共通プ ラッ トフ

ォー ム と して も機能 で きる よ う発 展 させ て行 く計

画で ある。

4.2デ ー タベー スの応用

高知県 はわが国に 自生す る約6千 種 の顕 花植 物

の うち約3,170種 が存在す る植物の宝庫で ある。植

物資源学 的にはその約1割 が有用性 を持 っ と考 え

られてい るが、産業利 用の面ではほ とん どが未開拓

で ある。そ こで、本研 究開発では、植 物資源利 活用

システムLupinesの 公 開 と共 に文献1青報や化学構

造 を収載 した有用植 物ガイ ドブ ック(図9.-ll.)

を刊行す るこ とによ り、新産業の創 出への糸 口と し

て 四国県 内に 自生す る植物 資源デ ー タを広 く公開

で きる。また、一般のユーザーへ広 く解 りやすい植

物 の利 用解説が収載 されてお り、通信 事情がまだ整

っていな い中山間地域へ情報 を発信す るこ とで、当

初考 えて いた研 究者 用 の植 物デ ー タベ ース利活 用

以上 に、地域住民の利 活用の知識や地方特有の食 経

験情報のLupinesへ の構築 を加速で きそ うで ある。

また、フィール ド調査が さ らに進みLupinesと 連携

した結果 、絞 り込 まれ た数種 の植物 を使 って、各種

機 能性評価 を行 ってい るが、文献にはない新たな効

果 が認 め られ新 しい機 能性 を生 か した商品 開発の

可能性が大い に高 まってきて いる。こ うして本研 究

で設計 ・構築 した植 物資源利 活用 システム ・Lupines
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を使って、今後 とも産業創出に欠かせない有望植物

種の絞 り込みと、その結果 として数百種の囲い込み

研究を加速できる。絞 り込んだ有用植物の有効性評

価・化合物構造の研究から事業化にいたるまでの成

功モデルを示す とともに、高知県がもつ有用植物を

地域固有の資源 ととらえ、資源の発掘、保全育成、

産業活用の用途開発、さらには地域ブラン ドとして

の商品化までを一貫 して推進する農商工医連携/

産学官連携に役立てられ ることを期待する。
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図9.左:高 知 県有 用植物 ガイ ドブック梼 原町編

右:谷 相植物 ガイ ド

図10.高 知県有 用植物 ガイ ドブ ック梼原 町編

図11.香 美市谷相地区の植 物ガイ ド
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A Study on the Utilization System of Useful Plant Resources 
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 Abstract - We have been conducting a plant inventory research funded by Strategic Information and Communications 

R&D Promotion Programme (hereafter SCOPE). In 2010 and 2011, a project was carried out for the purpose of 

constructing "LUPINES"(Local Useful Plants with Intelligent Networks of Exploring Surface), a database system with 

remote sensing technology and intellectual recognition system, by integrating a useful plant inventory database and a 

resource research platform on the basis of plant description, location data, and photos including GPS data collected in 

the course of inventory research. (Research Project: Research and development of regional field activity support 

platform to promote the utilization and expansion of local plant resources content) In 2012, a new project was carried 
out as a joint research on the establishment of forest environment and plant resources ICT assessment tool that 

contribute not only to the growth of plants but also to the sustainable development of communities. (Research Project: 

Research and development of regional based information system to make public in real time the forest resources and 

appropriate environmental evaluation system to cultivate about Famine Plants for disaster).
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